
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 
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題

名 
タイマ TIO、TOD、TOM、TOU：PWM 出力モードでのリロード

更新タイミングについて 情報分類 技術情報 

対象ロット等
適

用

製

品 

32170/32174 グループ、32171 グループ、 
32172/32173 グループ、32176 グループ 
32180 グループ、32182 グループ、 
32186 グループ、32192/32196 グループ 

-- 
関連資料 ハードウェアマニュアル 

 

タイマ TIO、TOD、TOM、TOU を PWM 出力モードで使用する場合、リロード 0 レジスタ、リロード 1 レジスタ値のリ

ロード更新タイミングに関する注意事項を以下に示します。 

【内容】 

PWM 出力モードで動作中に PWM 周期内でリロード 0 レジスタとリロード 1 レジスタを 2 回以上書き込む場合、前回書き

込みを行ったリロード 0 レジスタ値と、最終的に書き込みを行ったリロード 1 レジスタ値で PWM 波形が出力される可能性があ

ります。なお、次回 PWM 周期からは、最後に書き込んだリロード 0 レジスタ値とリロード 1 レジスタ値で動作します。 

【発生条件】 

以下の条件を同時に満たす場合に、前回書き込みを行ったリロード 0 レジスタ値と、最終的に書き込みを行ったリロード 1

レジスタ値で PWM 波形が出力されます。 

条件 1： 旧 PWM 出力周期のリロード 0 レジスタの PWM 周期取り込み後に、リロード 0 レジスタの書き込み実施。 

条件 2： 新 PWM 出力周期の PWM 周期取り込み前にリロード 1 レジスタを書き換え、PWM 周期取り込み後にリロード

0 レジスタの書き込み実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. PWM 周期の更新タイミング 
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【対策】 

図 1 において、アンダフロー（2 回目）からリロード 0 レジスタのリロードまでの間（カウンタ値が H’FFFF となる状態）、

リロード 1 レジスタとリロード 0 レジスタへの書き込みを避けるために、以下のいずれかのソフトウエア対策をお願いします。 

 

対策 1： リロード 1 レジスタとリロード 0 レジスタへの書き込み時にカウンタ値を読み出すことによって PWM 周期の

終了タイミングを判別し、PWM 周期をまたがないようにリロード 1 レジスタとリロード 0 レジスタへの書き込

みを行う。 

対策 2： 割り込みを使用してリロード 1 レジスタとリロード 0 レジスタへの書き込みを行っている場合には、カウンタ

のプリスケーラ値をできる限り最小で設定を行う。プリスケーラ値をできる限り最小にすることにより、PWM

周期で H’FFFF となる状態より後でリロード 1 レジスタとリロード 0 レジスタへの書き込みを行う。 

対策 3： リロード 1 レジスタとリロード 0 レジスタの書き込みは、PWM 周期あたり 1 回以下の周期で行う。 

     （PWM 周期に対して、リロードレジスタの書き換え周期を長くする。） 

 

【参考】 

図 2 に PWM 回路図を、表 1 に品種毎の PWM 出力モード対応タイマ一覧を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. PWM 回路図 

 

表 1. 品種毎の PWM 出力モード対応タイマ一覧 

品種名 PWM 出力モード対応タイマ 
32170/32174 TIO, TOD, TOM 
32171 TIO 
32172/32173 TOM 
32176 TIO 
32180 TIO, TOU 
32182 TIO 
32192 TIO, TOU 
32196 TIO, TOU 
32186 TIO, TOU 

 

内部バス

TOUnRL1
リロード1

リロード1WR
リロード0WR

16ビットカウンタプリスケーラ出力 F/F TO

TOUnRL0
リロード0

PWMモードコントロール

リロード1バッファ

注1. カウント動作中において、リロード0レジスタ更新後のリロード0レジスタリロード時に、
リロード1レジスタからリロード1バッファへ転送が行われます。　　　　　　　

(注1)


